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旭
市
飯
岡
地
区
を
中
心
と
し
た
越
冬
ト

マ
ト
は
近
年
燃
料
費
の
高
騰
や
他
産
地
の

増
産
に
よ
る
単
価
下
落
等
で
経
営
に
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
農
業
事
務
所
で
は
、
近
年
施
設

園
芸
で
進
む
環
境
制
御
技
術
の
普
及
に
よ

る
経
営
改
善
の
た
め
、
技
術
導
入
の
モ
デ

ル
農
家
育
成
と
、
既
に
導
入
し
て
い
る
生

産
者
へ
の
集
団
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
農
家
の
育
成
で
は
、（
一
社
）

全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
と
民
間
企

業
が
組
織
す
る
『
全
国
農
業
シ
ス
テ
ム
化

研
究
会
』と
共
同
で
炭
酸
ガ
ス
施
用
装
置
・

自
動
潅
水
装
置
・
統
合
環
境
制
御
装
置
を

試
験
導
入
し
た
実
証
調
査
圃
場
を
設
置
し

ま
し
た
。
実
証
調
査
圃
場
で
は
、
統
合
環

境
制
御
装
置
の
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
ハ
ウ

ス
内
の
炭
酸
ガ
ス
濃
度
を
計
測
し
、
外
気

以
下
の
濃
度
に
な
っ
た
際
に
炭
酸
ガ
ス
施

用
機
を
運
転
し
て
光
合
成
に
必
要
な
炭
酸

ガ
ス
を
供
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、
慣
行
栽

培
で
手
動
で
行
っ
て
い
る
潅
水
に
つ
い
て

は
、
日
射
量
の
計
測
に
基
づ
い
て
自
動
で

潅
水
量
の
調
整
を
行
う
日
射
比
例
潅
水
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
制
御
の

結
果
、
実
証
調
査
圃
場
で
は
慣
行
管
理
を

行
う
圃
場
よ
り
収
量
は
約
15
％
増
加
し
ま

し
た
。

　

集
団
勉
強
会
で
は
環
境
制
御
機
器
を
既

に
導
入
し
た
生
産
者
を
対
象
に
、（
一
社
）

千
葉
県
園
芸
協
会
と
共
同
で
民
間
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
た
技
術
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
基
礎
的
な
知
識
習
得
を
目

的
と
し
た
座
学
と
現
地
圃
場
で
の
実
践
的

な
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
現
地
圃

場
で
は
栽
培
す
る
ト
マ
ト
の
状
態
に
合
わ

せ
た
栽
培
管
理
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
導

が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
環
境
制
御
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
栽

培
管
理
に
生
か
し
た
い
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
事
務
所
で
は
関
係
機
関
と

連
携
し
つ
つ
、
環
境
制
御
技
術
の
普
及
に

よ
る
施
設
園
芸
産
地
の
活
性
化
を
す
す
め

ま
す
。

1面

注
目
ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
マ
ト
の
環
境
制
御
技
術

2面

農
畜
産
情
報

耕
畜
連
携
・
制
度
情
報

3面

担
い
手
情
報

功
労
者
表
彰
受
賞
と
後
継
者
育
成

4面

指
導
農
業
士
・
農
業
士
紹
介

令
和
３
年
度
認
証
者

実証調査に用いた環境制御機器 現地圃場での専門家コンサルタント

越
冬
ト
マ
ト
の

産
地
再
興
を
目
指
し
て

〜
環
境
制
御
技
術
の
普
及
に

よ
る
栽
培
技
術
向
上
〜
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旭
市
飯
岡
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を
中
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と
し
た
越
冬
ト

マ
ト
は
近
年
燃
料
費
の
高
騰
や
他
産
地
の

増
産
に
よ
る
単
価
下
落
等
で
経
営
に
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
農
業
事
務
所
で
は
、
近
年
施
設

園
芸
で
進
む
環
境
制
御
技
術
の
普
及
に
よ

る
経
営
改
善
の
た
め
、
技
術
導
入
の
モ
デ

ル
農
家
育
成
と
、
既
に
導
入
し
て
い
る
生

産
者
へ
の
集
団
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
農
家
の
育
成
で
は
、（
一
社
）

全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
と
民
間
企

業
が
組
織
す
る
『
全
国
農
業
シ
ス
テ
ム
化

研
究
会
』と
共
同
で
炭
酸
ガ
ス
施
用
装
置
・

自
動
潅
水
装
置
・
統
合
環
境
制
御
装
置
を

試
験
導
入
し
た
実
証
調
査
圃
場
を
設
置
し

ま
し
た
。
実
証
調
査
圃
場
で
は
、
統
合
環

境
制
御
装
置
の
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
ハ
ウ

ス
内
の
炭
酸
ガ
ス
濃
度
を
計
測
し
、
外
気

以
下
の
濃
度
に
な
っ
た
際
に
炭
酸
ガ
ス
施

用
機
を
運
転
し
て
光
合
成
に
必
要
な
炭
酸

ガ
ス
を
供
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、
慣
行
栽

培
で
手
動
で
行
っ
て
い
る
潅
水
に
つ
い
て

は
、
日
射
量
の
計
測
に
基
づ
い
て
自
動
で

潅
水
量
の
調
整
を
行
う
日
射
比
例
潅
水
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
制
御
の

結
果
、
実
証
調
査
圃
場
で
は
慣
行
管
理
を

行
う
圃
場
よ
り
収
量
は
約
15
％
増
加
し
ま

し
た
。

　

集
団
勉
強
会
で
は
環
境
制
御
機
器
を
既

に
導
入
し
た
生
産
者
を
対
象
に
、（
一
社
）

千
葉
県
園
芸
協
会
と
共
同
で
民
間
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
た
技
術
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
基
礎
的
な
知
識
習
得
を
目

的
と
し
た
座
学
と
現
地
圃
場
で
の
実
践
的

な
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
現
地
圃

場
で
は
栽
培
す
る
ト
マ
ト
の
状
態
に
合
わ

せ
た
栽
培
管
理
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
導

が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
環
境
制
御
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
栽

培
管
理
に
生
か
し
た
い
」
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
事
務
所
で
は
関
係
機
関
と

連
携
し
つ
つ
、
環
境
制
御
技
術
の
普
及
に

よ
る
施
設
園
芸
産
地
の
活
性
化
を
す
す
め

ま
す
。

　

令
和
４
年
１
月
20
日
に
海
匝
地
域
の

指
導
農
業
士
３
名
、
農
業
士
８
名
が
千

葉
県
知
事
に
よ
り
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
農
業
士
に
は
担
い
手
育
成
、
農
業

士
に
は
地
域
農
業
牽
引
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

秋
冬
作
の
だ
い
こ
ん
・
キ
ャ
ベ
ツ
に

夏
作
の
す
い
か
・
と
う
も
ろ
こ
し
を
組

み
合
わ
せ
、
経
営
規
模
に
見
合
っ
た
機

械
化
と
雇
用
導
入
に
よ
り
堅
実
な
経
営

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
・
と
う
も
ろ
こ
し
、
ト
マ

ト
を
経
営
の
中
心
に
据
え
、
着
実
な
家

族
経
営
を
展
開
し
、
特
に
キ
ャ
ベ
ツ
と

ト
マ
ト
は
品
質
と
味
の
良
さ
を
深
め
る

こ
と
を
経
営
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

他
産
業
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
た
長

男
と
二
人
三
脚
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
と
う
も

ろ
こ
し
の
露
地
野
菜
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
教
育
・
福
祉
活
動
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
だ
い
こ
ん
、
す
い
か
等

年
間
を
通
じ
た
作
付
け
体
系
を
実
践
。

Ｊ
Ａ
銚
子
ゆ
で
ピ
ー
生
産
組
合
の
組
合

長
、
青
年
部
の
委
員
長
等
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
大
規
模
に
栽
培
し
、

環
境
制
御
技
術
を
中
心
と
し
た
栽
培
技

術
の
習
得
・
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
単
収

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

 　

だ
い
こ
ん
を
主
力
品
目
と
し
て
、「
ち

ば
エ
コ
農
業
」
の
他
、
有
機
栽
培
に
も

積
極
的
。 

Ｊ
Ａ
青
年
部
及
び
千
葉
県
青

年
農
業
者
協
議
会
で
は
委
員
長
及
び
会

長
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　　　

だ
い
こ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
落
花
生
等
の
複
数
品
目
を
栽
培

し
、
緑
肥
に
よ
る
品
質
向
上
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
青
年
部
で
は
地

域
保
育
園
の
食
育
活
動
に
も
尽
力
し
て

い
ま
す
。

　

高
い
栽
培
技
術
を
有
し
て
大
規
模
に

葉
た
ば
こ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ａ

青
年
部
の
支
部
長
、
地
元
消
防
団
の
班

長
を
務
め
、
そ
の
姿
は
周
囲
の
模
範
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

鉢
・
苗
も
の
を
中
心
と
し
た
施
設
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
場
担
当

者
と
の
情
報
交
換
や
、
先
進
的
な
農
家

視
察
を
積
極
的
に
行
い
、
情
報
収
集
と

技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

肉
牛
繁
殖
・
育
成
・
肥
育
を
行
う
一

貫
経
営
を
県
下
最
大
級
規
模
で
行
っ
て

お
り
、
肥
育
技
術
は
県
下
随
一
で
す
。

所
属
す
る
出
荷
団
体
で
は
要
職
を
務
め

て
い
ま
す
。

　

水
稲
と
長
ネ
ギ
を
栽
培
し
、
き
め
細

か
い
栽
培
管
理
に
よ
っ
て
収
量
は
地
域

の
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
経
営

の
合
理
化
の
た
め
法
人
化
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
経
営
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
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注
目
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ッ
ク
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マ
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御
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携
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介
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匝
瑳
市
・
横
芝
光
町
の
水
稲
生
産
者

で
構
成
さ
れ
る
「
そ
う
さ
の
米
研
究
会

（
以
下
、
研
究
会
）」
が
、「
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
本
賞
は
、
11
月
３
日
文
化
の
日
に

因
み
、
県
の
発
展
に
寄
与
し
た
個
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
う
ち
農
林

水
産
功
労
は
、
地
域
農
林
水
産
業
の
振

興
に
寄
与
し
た
も
の
に
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
研
究
会
は
平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
、

地
域
・
組
織
を
超
え
た
生
産
者
の
連
携

の
も
と
、県
育
成
品
種
「
ふ
さ
こ
が
ね
」

の
良
食
味
栽
培
や
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
匝

瑳
の
舞
」
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
農
業
体
験
を
通
じ
た
消
費
者
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組

が
、
産
地
お
よ
び
県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド

向
上
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

海
匝
農
業
事
務
所
で
は
、
担
い
手
育

成
の
た
め
、
次
世
代
の
農
業
を
担
う
就

農
直
後
の
青
年
農
業
者
等
を
対
象
に
、

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

 　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
す
。

１
年
目
の
「
基
本
研
修
」

　

土
壌
・
肥
料
や
病
害
虫
防
除
な
ど
の

農
業
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。

２
年
目
の
「
専
門
研
修
」

　

外
部
講
師
の
講
義
等
を
通
じ
て
、
よ

り
専
門
的
な
知
識
や
技
術
の
習
得
を
目

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
へ
の
意
欲

と
理
解
を
高
め
ま
す
。

３
年
目
の
「
総
合
研
修
」

　

経
営
分
析
や
経
営
計
画
の
作
成
を
通

じ
て
経
営
管
理
能
力
を
高
め
、
経
営
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

３
つ
の
研
修
の
「
合
同
研
修
」

　

市
場
等
へ
の
視
察
や
先
輩
農
業
者
と

の
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
、
台
風
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
の
講
義
・
実
習

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
や
検
温
、
換
気
の
徹
底
は
も
ち

ろ
ん
、
広
い
会
場
や
屋
外
等
で
参
加
者

同
士
の
距
離
を
確
保
す
る
等
、
安
心
し

て
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
初
め
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
研
修
も
試
み
ま
し
た
。
外
部
講

師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義
し
、
セ
ミ
ナ

ー
生
が
自
宅
か
ら
受
講
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
33
名
が
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
お
り
、「
農
業
の
基
本
的
な
知

識
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
市
場
の
人
の
話
を
聞
い
て
、
生
産
だ

け
で
は
な
く
、
広
い
目
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」「
記
帳
管
理
の
大
切
さ

が
わ
か
り
、
自
分
の
家
の
経
営
に
活
か

し
た
い
」「
他
の
経
営
を
知
る
こ
と
は

参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
管
外
や
農
外
か
ら
新
規
に

就
農
す
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
新
た

に
農
業
を
始
め
た
方
は
、
ぜ
ひ
農
業
経

営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
農

業
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
地
域
の
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

海
匝
地
域
の
畜
産
経
営
で
は
、
輸
入

飼
料
価
格
の
高
騰
や
規
模
拡
大
に
よ
る

堆
肥
量
の
増
加
が
長
年
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
課
題
解
決
の
一
手
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
、
自
給
飼
料
の
生
産

や
耕
畜
連
携
な
ど
地
域
で
の
資
源
循
環

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

①
畜
種
を
越
え
た
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大

　

酪
農
・
肉
牛
農
家
で
は
自
給
飼
料
の

生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、
特
に
近
年
は

利
用
性
の
高
い
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ

レ
ー
ジ
」
の
生
産
が
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
飼
料
作
物
の
生
産
に
は
肥

料
と
し
て
、
自
家
で
生
産
し
た
堆
肥
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
地
域
内
で
の
資

源
循
環
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
中
で
、
新
し
い
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
養
豚
・
養
鶏
農
家

と
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
養
豚
・
養

鶏
農
家
で
活
用
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た

農
地
や
堆
肥
を
、
酪
農
・
肉
牛
農
家
の

自
給
飼
料
生
産
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

飼
料
作
物
の
生
産
面
積
の
拡
大
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
は
面
積
拡

大
に
伴
っ
て
増
加
す
る
、
飼
料
畑
の
管

理
・
収
穫
の
作
業
請
負
を
行
っ
て
い
る

組
織
で
す
。
多
く
の
畜
産
農
家
の
自
給

飼
料
生
産
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と

で
、
機
械
の
導
入
・
利
用
コ
ス
ト
を
抑

え
ら
れ
る
こ
と
と
、
作
業
の
外
部
化
に

よ
る
省
力
化
に
繋
が
り
、
効
率
的
な
自

給
飼
料
生
産
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
耕
畜
連
携
の
取
組
拡
大

　

耕
種
農
家
に
よ
る
野
菜
・
作
物
生
産

前
の
堆
肥
施
用
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
取
組
で
す
。
近
年
は
、
耕
種
農
家

圃
場
で
の
飼
料
生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、

新
し
い
資
源
循
環
・
耕
畜
連
携
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
で
は
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
や
飼
料
用
米
の

生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、
主
食
用
米
に

お
い
て
も
収
穫
後
の
稲
わ
ら
を
収
集
し
、

飼
料
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

継
続
し
て
堆
肥
を
施
用
し
て
い
る
展
示

圃
の
実
績
を
見
る
こ
と
で
、
堆
肥
の
活

用
を
検
討
す
る
生
産
者
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

畑
で
は
、
特
に
長
大
作
物
で
あ
る
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
、
輪
作
体
系
に

組
み
込
み
、
休
耕
期
間
の
有
効
活
用
や

土
壌
改
良
の
効
果
を
期
待
し
た
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雌
穂
部
分

の
み
を
収
穫
し
、
茎
葉
部
分
を
す
き
込

む
「
イ
ア
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
」
の
試

験
を
行
い
ま
し
た
。

　　

自
給
飼
料
生
産
や
耕
畜
連
携
に
よ
る

資
源
の
地
域
循
環
は
、
畜
産
経
営
の
安

定
化
に
繋
が
る
取
組
で
す
が
、
地
域
の

理
解
や
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
海

匝
農
業
事
務
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取

組
を
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
産
主
食
用
米
の
需
給
緩
和

を
受
け
、
令
和
４
年
産
米
の
取
組
で
は
、

主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
な
ど
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
へ
の
取
組
拡
大
が
一
層

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
に

は
、
各
市
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
提
示

さ
れ
る
「
生
産
目
安
」
に
沿
っ
た
主
食

用
米
の
作
付
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

飼
料
用
米
は
、
水
田
を
水
田
の
ま
ま

に
活
用
で
き
、
需
要
が
あ
り
安
定
収
入

が
見
込
め
る
た
め
、
県
で
は
、
飼
料
用

米
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
用
米
等
の
生
産
に
対
す
る
行
政

の
支
援
と
し
て
、
国
に
よ
る
「
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
に
加
え
、
県

単
事
業
に
よ
る
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旭
市
や
匝
瑳
市
に
お
い
て
も

独
自
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
内
容
や
収
入
試
算
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、各
市
農
業
再
生
協
議
会（
各

市
農
政
担
当
課
）
に
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

堆肥利用と稲WCSについての展示圃

飼料用トウモロコシを収穫するコントラクター
密を避けた講義

代表して表彰を受けた
伊藤副会長（左） 江波戸会長（右）

セミナー生は自宅で受講

災害対策の実習

地
域
循
環
を
目
指
し
た

　
　
　

畜
産
農
家
の
取
組

農
業
に
つ
い
て

　
　
　

学
び
ま
せ
ん
か
！

そ
う
さ
の
米
研
究
会

「
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰

 

農
林
水
産
功
労
」を
受
賞

飼
料
用
米
等
へ
の
取
組
に

係
る
助
成
に
つ
い
て

制
度
情
報
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匝
瑳
市
・
横
芝
光
町
の
水
稲
生
産
者

で
構
成
さ
れ
る
「
そ
う
さ
の
米
研
究
会

（
以
下
、
研
究
会
）」
が
、「
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
本
賞
は
、
11
月
３
日
文
化
の
日
に

因
み
、
県
の
発
展
に
寄
与
し
た
個
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
う
ち
農
林

水
産
功
労
は
、
地
域
農
林
水
産
業
の
振

興
に
寄
与
し
た
も
の
に
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
研
究
会
は
平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
、

地
域
・
組
織
を
超
え
た
生
産
者
の
連
携

の
も
と
、県
育
成
品
種
「
ふ
さ
こ
が
ね
」

の
良
食
味
栽
培
や
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
匝

瑳
の
舞
」
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
農
業
体
験
を
通
じ
た
消
費
者
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組

が
、
産
地
お
よ
び
県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド

向
上
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

海
匝
農
業
事
務
所
で
は
、
担
い
手
育

成
の
た
め
、
次
世
代
の
農
業
を
担
う
就

農
直
後
の
青
年
農
業
者
等
を
対
象
に
、

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

 　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
す
。

１
年
目
の
「
基
本
研
修
」

　

土
壌
・
肥
料
や
病
害
虫
防
除
な
ど
の

農
業
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。

２
年
目
の
「
専
門
研
修
」

　

外
部
講
師
の
講
義
等
を
通
じ
て
、
よ

り
専
門
的
な
知
識
や
技
術
の
習
得
を
目

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
へ
の
意
欲

と
理
解
を
高
め
ま
す
。

３
年
目
の
「
総
合
研
修
」

　

経
営
分
析
や
経
営
計
画
の
作
成
を
通

じ
て
経
営
管
理
能
力
を
高
め
、
経
営
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

３
つ
の
研
修
の
「
合
同
研
修
」

　

市
場
等
へ
の
視
察
や
先
輩
農
業
者
と

の
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
、
台
風
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
の
講
義
・
実
習

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
や
検
温
、
換
気
の
徹
底
は
も
ち

ろ
ん
、
広
い
会
場
や
屋
外
等
で
参
加
者

同
士
の
距
離
を
確
保
す
る
等
、
安
心
し

て
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
初
め
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
研
修
も
試
み
ま
し
た
。
外
部
講

師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義
し
、
セ
ミ
ナ

ー
生
が
自
宅
か
ら
受
講
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
33
名
が
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
お
り
、「
農
業
の
基
本
的
な
知

識
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
市
場
の
人
の
話
を
聞
い
て
、
生
産
だ

け
で
は
な
く
、
広
い
目
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」「
記
帳
管
理
の
大
切
さ

が
わ
か
り
、
自
分
の
家
の
経
営
に
活
か

し
た
い
」「
他
の
経
営
を
知
る
こ
と
は

参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
管
外
や
農
外
か
ら
新
規
に

就
農
す
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
新
た

に
農
業
を
始
め
た
方
は
、
ぜ
ひ
農
業
経

営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
農

業
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
地
域
の
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

海
匝
地
域
の
畜
産
経
営
で
は
、
輸
入

飼
料
価
格
の
高
騰
や
規
模
拡
大
に
よ
る

堆
肥
量
の
増
加
が
長
年
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
課
題
解
決
の
一
手
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
、
自
給
飼
料
の
生
産

や
耕
畜
連
携
な
ど
地
域
で
の
資
源
循
環

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

①
畜
種
を
越
え
た
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大

　

酪
農
・
肉
牛
農
家
で
は
自
給
飼
料
の

生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、
特
に
近
年
は

利
用
性
の
高
い
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ

レ
ー
ジ
」
の
生
産
が
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
飼
料
作
物
の
生
産
に
は
肥

料
と
し
て
、
自
家
で
生
産
し
た
堆
肥
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
地
域
内
で
の
資

源
循
環
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
中
で
、
新
し
い
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
養
豚
・
養
鶏
農
家

と
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
養
豚
・
養

鶏
農
家
で
活
用
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た

農
地
や
堆
肥
を
、
酪
農
・
肉
牛
農
家
の

自
給
飼
料
生
産
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

飼
料
作
物
の
生
産
面
積
の
拡
大
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
は
面
積
拡

大
に
伴
っ
て
増
加
す
る
、
飼
料
畑
の
管

理
・
収
穫
の
作
業
請
負
を
行
っ
て
い
る

組
織
で
す
。
多
く
の
畜
産
農
家
の
自
給

飼
料
生
産
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と

で
、
機
械
の
導
入
・
利
用
コ
ス
ト
を
抑

え
ら
れ
る
こ
と
と
、
作
業
の
外
部
化
に

よ
る
省
力
化
に
繋
が
り
、
効
率
的
な
自

給
飼
料
生
産
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
耕
畜
連
携
の
取
組
拡
大

　

耕
種
農
家
に
よ
る
野
菜
・
作
物
生
産

前
の
堆
肥
施
用
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
取
組
で
す
。
近
年
は
、
耕
種
農
家

圃
場
で
の
飼
料
生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、

新
し
い
資
源
循
環
・
耕
畜
連
携
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
で
は
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
や
飼
料
用
米
の

生
産
が
拡
大
し
て
お
り
、
主
食
用
米
に

お
い
て
も
収
穫
後
の
稲
わ
ら
を
収
集
し
、

飼
料
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

継
続
し
て
堆
肥
を
施
用
し
て
い
る
展
示

圃
の
実
績
を
見
る
こ
と
で
、
堆
肥
の
活

用
を
検
討
す
る
生
産
者
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

畑
で
は
、
特
に
長
大
作
物
で
あ
る
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
、
輪
作
体
系
に

組
み
込
み
、
休
耕
期
間
の
有
効
活
用
や

土
壌
改
良
の
効
果
を
期
待
し
た
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雌
穂
部
分

の
み
を
収
穫
し
、
茎
葉
部
分
を
す
き
込

む
「
イ
ア
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
」
の
試

験
を
行
い
ま
し
た
。

　　

自
給
飼
料
生
産
や
耕
畜
連
携
に
よ
る

資
源
の
地
域
循
環
は
、
畜
産
経
営
の
安

定
化
に
繋
が
る
取
組
で
す
が
、
地
域
の

理
解
や
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
海

匝
農
業
事
務
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取

組
を
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
産
主
食
用
米
の
需
給
緩
和

を
受
け
、
令
和
４
年
産
米
の
取
組
で
は
、

主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
な
ど
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
へ
の
取
組
拡
大
が
一
層

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
に

は
、
各
市
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
提
示

さ
れ
る
「
生
産
目
安
」
に
沿
っ
た
主
食

用
米
の
作
付
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

飼
料
用
米
は
、
水
田
を
水
田
の
ま
ま

に
活
用
で
き
、
需
要
が
あ
り
安
定
収
入

が
見
込
め
る
た
め
、
県
で
は
、
飼
料
用

米
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
用
米
等
の
生
産
に
対
す
る
行
政

の
支
援
と
し
て
、
国
に
よ
る
「
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
に
加
え
、
県

単
事
業
に
よ
る
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旭
市
や
匝
瑳
市
に
お
い
て
も

独
自
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
内
容
や
収
入
試
算
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、各
市
農
業
再
生
協
議
会（
各

市
農
政
担
当
課
）
に
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

堆肥利用と稲WCSについての展示圃

飼料用トウモロコシを収穫するコントラクター
密を避けた講義

代表して表彰を受けた
伊藤副会長（左） 江波戸会長（右）

セミナー生は自宅で受講

災害対策の実習

地
域
循
環
を
目
指
し
た

　
　
　

畜
産
農
家
の
取
組

農
業
に
つ
い
て

　
　
　

学
び
ま
せ
ん
か
！

そ
う
さ
の
米
研
究
会

「
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰

 

農
林
水
産
功
労
」を
受
賞

飼
料
用
米
等
へ
の
取
組
に

係
る
助
成
に
つ
い
て

制
度
情
報


